
　平成27年度当初予算が、3月の定例市議会で可
決されました。一般会計の当初予算額は、271億
4,200万円。市税や交付税などの大幅な減収が見
込まれる中、事務事業の総点検をはじめ、自主財
源の確保などの取組みを進め、その効果を適切に

予算に反映しました。一方で、限られた財源の中で、
名張躍進に向けた土台づくりを進めていきます。 
　今号では、名張躍進プロジェクトの主な事業や
予算の概要を紹介します。
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1～2……27年度予算　　2……27年度施政方針
3……住宅の耐震性を向上させましょう！市の補助制度などの案内
4……やなせ宿催し、国津の杜の行事、「さつまいもづくり」参加者募集
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27年度予算
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　人口減少や超高齢化が進む中、若い世代が安心して働き、結婚・出
産・子育てしやすい社会経済環境の整備を図ります。関係機関や各種
団体などとのネットワークを生かしながら、暮らしやすさの提供、多
彩な雇用の創出などの取組みを
進め、人や企業から選ばれるま
ちの実現を目指します。

　人と人、地域と地
域の交流を図りなが
ら、ともに支え合い
誰もが幸せを実感す
ることができる住民
福祉の向上を目指し
ます。2025年問題（※）を見据え、これま
で整備してきた地域福祉の基盤を生かし、地
域づくり組織と連携した一体的な取組みの推
進、さらなる共助の仕組みの構築を進めます。

　名張市固有の環境・自然・文化・人・技術・産物などを再認識し、持
続性のある産業の振興を目指します。

～まちづくり・ひとづくり・しごとづくり～

～人と出会い、支え合い、生活の質を高める～

～なばりの環境・自然・文化・技術・産物の創出～

なばり  　　　  戦略

健康で 　　　  いっぱいの毎日

地域資源を磨き、  　 て、　  かす
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　観光戦略の推進による、持続可能な観光
振興、地域経済の活性化

●観光戦略推進事業 1,199万円

　雇用創出、雇用機会の拡大、人材育成、名張ブランド化などの推進
●実践型地域雇用創造事業

　地域づくり組織による高齢者など要援護者の日常生活支援
●要援護者日常生活支援事業 465万円

　妊娠期から子育て期までの母子保健や育児などの相談・支援
●名張版ネウボラ事業 1,197万円

　地域の支え合いを促進するための社会福祉協議会の活動を支援
●地域福祉増進事業補助金 4,941万円

　入院に対する医療費助成を中学 3年生まで拡大
●子ども医療助成事業 【新規事業】 320万円 

2,000万円

　子育て世帯の経済的負担の軽減（対象者を拡大）

　がん検診の無料化・啓発による受診率の向上、戦略的な予防活動

●第3子以降（3歳未満）の
　子ども保育料無償化事業  【新規事業】

●生活習慣病予防重点プロジェクト事業・
がん対策事業

1,800万円

1億679万円

以降（3歳未満）の

名張        名張            プロジェクトプロジェクト
　「生涯現役のまちづくり」と「産み育てるにやさしい
まちづくり」を具現化するため、重点取組として
健康づくりや仕事づくり、子ども・子育て
支援といった施策・事業に財源を集中

進躍

（※）2025 年問題…団塊の世代が 2025 年ごろまでに後期高齢者（75歳以上）となることにより、医療費など社会保障費の急増が懸念される問題


